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400年の歴史を持つ伝統花巻まつりから９
月12日～14日の３日間で行なわれる。
毎年のように卒業生が「富士大の神輿を見

たくて休暇をいただいて来ました。」と熱が入
るほどだ。
昨年は参加人数が多く、神輿を担げなくなる

ほどの盛り上がりをみせ、神輿３台を担ぎあげ
た。
担ぎ終わってからのトン汁やおにぎりは元気

の源。今年も多くの学生の参加を期待します。
９月９日から12日まで、学生課窓口で受付及
び半被の貸し出している。
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ち取ったのは女子ソフトボール

部、準優勝が陸上競技部、3位が

硬式野球部で、ユーモア溢れる

特別賞には女子卓球部が選ば

れた。大会終了後の閉会式では、

今年は殆どの学生達が会場に残

っていて、表彰チームに最後ま

で温かい拍手を送っていた。な

お、表彰式で入賞者に手渡され

た賞品の数々は、学友会役員が

事前に時間をかけ苦心して考え

購入したもので、ユーモアとま

ごころが込められていた。

第3回目となる今年のスポーツフェスティバルは、梅雨入り間

もない6月12日（木）曇り空の中、屋外グランドで開催された。

開会式の後、英語バージョンのラジオ体操で体をほぐし、「学長

に挑戦じゃんけんぽん」で心もほぐしながら、和気藹々のムード

で競技は始まった。今年は、参加ゼミ数、参加学生数共に昨年を

大きく上回ったことから、参加者は競技にも自然と熱が入り大い

に盛り上がった。特に、大会の花形とも言われる各種リレー競走

では、控えの学生の殆どが、コースライン一杯まで出て身を乗り

出し出場走者の奮闘振りに熱狂的な応援をしていた。なお競技

の結果は、総合優勝が白色チーム（西田・牧野・寒川の各ゼミ）

準優勝が赤色チーム（熊谷・石川・小林・竹村の各ゼミ）3位が水

色チーム（大木ＧＨ・影山・名島の各ゼミ）であった。また、男女

一緒に行われたクラブ対抗リレーでは、男子部には初めから

200メートルのハンディがつけられていたが、堂々の優勝を勝
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●第3回スポーツフェスティバル
●富士大スポーツ
●新入生学外オリエンテーション
●教養演習旅行
●交流懇談会
●図書館司書講習始まる
●大学周辺のゴミ拾い
●花巻イーハトーブレディー吉家満明子さん
●私の大学院ライフ
●人工芝野球場完成 ●OBから一言
●東北ミニ国体代表選手38名（9種目）
●バスケットボール部（男女）韓国へ武者修行
●準硬式野球部堂々のベスト4入り
●平成14年度決算
●FUJI UNIV. TOPICS
●第3回高校生童話大賞 ●第37回紫陵祭
●父母懇談会日程決まる ●花巻まつり
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平成15年度在学生

父母懇談会
日程決まる

本年度の在学生父母懇談会が左記の日程で
開催されます。是非ご参加くださいますようご
案内いたします。

９月２日（火） 東京　
アルカディア市ヶ谷

９月３日(水) 宇都宮
関東チサンホテル宇都宮

９月４日（木） 郡山
郡山ビューホテルアネックス

９月５日（金） 仙台
仙台ガーデンパレス

９月１３日（土）花巻　本学
９月２０日（土）青森

青森グランドホテル

在学生、
青森県人会発足

第37回紫陵祭

現在、本学在学生の青森県出身者は約
70名を越える。
「岩手県とは隣県ではあるが、言葉の
違いや、環境の違いに戸惑いを感じて1
年目が過ぎた。やっと、言葉のイントネー
ションや環境にも慣れ、友達も増えたの
が2年の夏頃。」と語る森田村出身の原田
浩行君（4年）。
「地元弘前を離れて、新生活していると
きに津軽弁を聞くとホッとする。昨年頃か
ら、青森県出身の学生を集めて思いっき
り遠慮なく津軽弁を話す会をしたかっ
た。」と話す弘前出身の猪股嗣将君（4年）。
この二人の呼びかけで、青森県人会が発
足した。
7月16日（水）15時50分から始まっ

た青森県人会は、突然の呼び掛けにもか
かわらず20名もの人達が参加してくれ
て、「やっぱり、関心が強く、同じ思いをも
っている人が多くて、創ったかいがあっ
た。」と嬉しそうに話してくれた猪股君。
「今回は、前期テスト前なので、とりあえず、
顔見知りになってもらって、テスト勉強の
情報交換をお互いできればと思ってい
る。また、これから色々なイベントを考え
ていきたい。」と目を輝かせていた原田
君。
「卒業しても、先輩や後輩が相談し合え
る人間関係を作りたい。」と二人は大きな
目標を立てている。
今回は、県人会を発足したことの宣言

と、自己紹介をし、次回への希望を話しあ
って1時間を終えた。

この規程は、「大学の教員等の任期に
関する法律」第5条第1項及び第2項に基
づき、富士大学における教員の任期に関
し必要な事項を定め、多様な人材の受入
を図り、本学の教育研究の発展に寄与す
ることを目的としています。
なお、この規程は、平成15年7月8日

施行後、新たに採用される者から適用と
なります。詳細は富士大学ホームページ
（kouhou@fuji-u.ac.jp）へ掲載していま
すので、ご覧ください。

今年の学園祭の日程および企画が決定しました。
平成15年10月11日（土）・12日（日）

テーマ 山紫水明～わがふるさと～
●展示・模擬店
ゼミの研究展示会
ゼミ・サークルの模擬店
スポンサー企業展示会
●ステージ企画
アーティスト
0930（オクサマ）
うたいびとはね
ミスター富士大・軽音ライブ・吹奏楽演奏会etc
●イベント企画
ユニセフ募金・献血ボランティア活動・フリーマー
ケット

今年で第3回を向える～賢治のまちから～高校生童話大賞
昨年は全国各地から1,344篇もの応募作品が寄せられ、大賞には岡山県立津山高校

3年の藤原歓子さんの作品「～夢
の羽～僕たちの約束」が選ばれま
した。
今年も6月2日（月）から9月13

日（土）までの期間で作品を募集
しています。高校生ならではの、
若さ溢れる夢の作品を多数応募さ
れることを期待しています。

平成15年

FUJI UNIV. SPORTS CLUB

東北地区大学準硬式野球　1部春季リーグ戦
平成１５年４月２２日～５月２６日（宮城県仙台市　県営宮城球場　他）

第3位

第35回全日本大学選抜準硬式野球大会
東北代表決定戦
平成１５年６月７日・８日（宮城県　多賀城市）

決定戦 富士大２－１仙台大
※８月８日開催の全日本大会出場権獲得。４年ぶり６度目
の出場。

岩手県下一般バスケットボール選手権大会
平成１５年５月１６日～１８日（岩手県営体育館・盛岡体育館・滝沢総合体
育館）

男子ベスト8
女子優勝

北奥羽地区大学バスケットボール競技大会
平成１５年５月２４日・２５日（弘前大学体育館）

男子 富士大９８－５２北里大
富士大６４－１１１青森大

女子優勝 富士大１１７－４１盛岡大
富士大９８－５７東北女子大
富士大８２－６２岩手大

岩手県大学ソフトボール大会
平成１５年４月２６日（北上市　展勝地球場）

優勝 富士大４６－２盛岡大

東北地区大学ソフトボール春季リーグ大会
平成１５年５月３日・４日（北上市　展勝地球場）

2勝2敗

全日本大学選手権大会
北海道・東北地区予選会
平成１５年５月２４日・２５日（福島県郡山市）

１回戦　富士大２３－０
宮城教育大（コールド勝ち）

２回戦　富士大１－６仙台大

一般女子岩手県ソフトボール大会
平成１５年５月３１～６月１日（岩手県　大船渡市）

優勝

第５５回女子東北総合ソフトボール選手権大会
平成１５年７月１２日（秋田県　本荘市鶴舞球場他）

富士大１－４仙台大

チャレンジカップ
第１０回全国クラブチーム選手権大会
平成１５年５月１７日～７月２７日（石鳥谷ふれあい運動公園・岩手町総合
グランド・紫波陸上競技場・県営運動公園）

優勝 決勝 富士クラブ２－１水沢クラブ

第２７回総理大臣杯全日本大学
サッカートーナメント東北地区予選
平成１５年６月６日～８日（あずま補助陸上競技場・山形県総合運動公園）

１回戦　富士大７－０青森大
２回戦　富士大１－２山形大

平成１５年７月６日、第５３回県選手権大会・第８３回天皇
杯全日本選手権大会予選会の予選トーナメント最終日、
盛岡市の県営サッカー場で４回戦４試合を行い、その内、
富士大並びに・富士クラブ2003の両チームが決勝ト
ーナメントにこまを進めた。

４回戦 富士大１－０岩手クラブ
２回戦 富士クラブ２００３１－０遠野高校

※決勝大会は、８月９日と９月６日・７日の三日間、盛岡
市盛岡南公園競技場などで行われ、予選トーナメントを
勝ち抜いた４チームと岩手大学、盛岡ゼブラなどシード
勢４チームが対戦する。

第５５回岩手県民体育大会サッカー競技
平成１５年７月１９日～２１日（盛岡南公園球技場）

花巻市代表第3位
準決勝　富士大０－４ 遠野市

岩手県リーグ 第１節
平成１５年４月１９日・２０日（岩手町総合グランド）
男子 富士大４－１沼宮内高校

富士大１－３岩手クラブ
女子 富士大２－２沼宮内高校

富士大１－５岩手クラブ

岩手県リーグ 第２節
平成１５年４月２６日（岩手町総合グランド）

男子 富士大１－１不来方
女子 富士大２－４不来方

IBC杯 ホッケー大会
平成１５年５月３日～５日（岩手町総合グランド）

男子第3位 富士大３－３東京農大（オホーツク）
富士大４－０秋田クラブ
富士大０－２岩手クラブ

女子第3位 富士大１－５山形チェリー
富士大０－３岩手クラブ

大学王座決定戦　予選会
平成１５年６月７・８日（北海道　札幌市）

男子　 富士大１－１東京農大（オホーツク）
PS（４－３）勝ち
富士大０－４早稲大

女子　 富士大８－０札幌大
富士大０－４駿河大

※王座決定戦出場逃す

第５５回岩手県民体育大会
平成１５年７月１３日（岩手町 ホッケー場）

男子優勝 富士大４－４岩手クラブ

（PS戦により３－１で富士大勝利）

女子準優勝 富士大０－８岩手クラブ

宮城県春季陸上競技大会
平成１５年４月２６日～２８日（岩沼市陸上競技場）

男子走幅跳 第２位　浅野貴行　6m91
女子５０００mw第３位　田中久美子　24 '54'' 32

岩手県春季陸上競技大会
平成１５年５月１０日・１１日（岩手県営運動公園陸上競技場）

男子１００m 第３位 竹田和生（４年） 11'' 42
走高跳 第３位 佐藤智則（３年） 1m90
砲丸投 優勝 佐藤宏一（１年） 12m74

女子１５００m 優勝 根城早織（３年） 4' 45'' 42

第５６回東北学生陸上競技対校選手権大会
平成１５年５月１７日～１９日（福島県営あずま陸上競技場）

男子砲丸投 優勝 佐藤宏一　13m29
棒高跳 第２位 鈴木悠佑　4m60

女子１５００m 優勝 根城早織　4' 38'' 19
５０００m 第２位 根城早織　17' 22'' 45
５０００mw優勝 田中久美子　24' 08'' 12

岩手県陸上競技選手権大会
平成１５年７月１１日～１３日（岩手県営運動公園陸上競技場）

男子１００m 第２位 竹田和生（４年） 10'' 91
棒高跳 第３位 鈴木悠佑（３年） 4m70
砲丸投 第２位 佐藤宏一（１年） 13m25

女子８００m 優勝 根城早織（３年）大会新
2' 16'' 86

宮城県陸上競技選手権大会
平成１５年７月１１日～１３日（宮城県　宮城野原陸上競技場）

やり投げ 第３位 安藤智美（１年）39m65

青森県陸上競技選手権大会
平成１５年７月１１日～１３日（青森県陸上競技場）

男子８００m 第２位 山内旭人（３年） 1' 59'' 5

第５５回岩手県民体育大会
ウエイトリフティング競技
平成１５年７月１２日（江刺市　岩谷堂農林高等学校）

第３位 佐藤優亮（２年） +105kg級
第３位 伊藤幸喜（１年） 85kg級
第２位 佐々木和友（１年） 94kg級
第４位 森裕樹（１年） ７７kg級

第３６回岩手県南・沿岸ハンドボール
選手権大会
平成１５年５月３日・４日（花巻北高校体育館）

準優勝

第３８回東北学生ハンドボール春季リーグ戦
平成１５年５月１３日～１６日（花巻市総合体育館）

3部優勝 ４回戦 富士大３５－１３石巻専修大
２部・３部入れ替え戦

富士大２６－９東北文化大

第５５回岩手県民体育大会ハンドボール競技会
平成１５年７月１２日（花巻農業高校体育館）

２回戦 富士大３７－７あいせんクラブ
３回戦 富士大１６－２２鵬クラブ

第２３回東北学生卓球連盟加藤杯争奪
新人選手権大会
平成１５年５月１０日・１１日（東北大学工学部青葉山体育館）

男子第3位 準決勝 富士大０－３青森大

女子第3位 準決勝 富士大０－３東北福祉大

女子シングルス第3位 鈴木祥恵（2年）

平成１５年東北学生卓球連盟春季リーグ戦
第７３回全日本大学対抗卓球大会予選会
平成１５年５月２４日・２５日（宮城県塩竈市体育館）

男子第3位 富士大０－４青森大
富士大１－４東北福祉大
富士大４－１東北学院大
富士大４－１八戸工業大
富士大４－０秋田大

女子準優勝 富士大０－４東北福祉大
富士大４－３東北学院大
富士大４－１いわき短期大
富士大４－０山形短期大

敢闘賞 吉田瑞江（1年）

平成１５年６月２８日・２９日（秋田大学体育館・秋田経法大学体育館）

１回戦 前半 富士大９－１０仙台大
後半 富士大８－１１仙台大
結果 富士大１７－２１仙台大

１回戦敗退

平成１５年６月１４日～１６日（秋田市立体育館・秋田大学）

男子ベスト８ １回戦 富士大９３－８９東北文化学園大
２回戦 富士大８２－６６石巻専修大
３回戦 富士大６０－１１８東北学院大

女子第３位 １回戦 富士大１１３－２８東北女子大
２回戦 富士大８４－６２宮城教育大
準決勝 富士大７２－８７東北学院大

平成１５年６月１５日（県立スポーツ会館柔道場）

男子第３位 １回戦 富士大７－０山形大
２回戦 富士大５－１弘前大
準決勝 富士大２－２東北福祉大

（内容負け）

女子個人戦ベスト８
竹内由香（４年）佐藤郁美（３年）
釼持まりこ（１年）

第３位 後藤澄江（２年）

平成１５年６月２７日～２９日（秋田市営八橋陸上競技場）

男子 ２００m 第２位 竹田和生　21'' 89
５０００m 第３位 小林健治

14' 57'' 94
走高跳 第３位 佐藤智則　1m90
棒高跳 第３位 鈴木悠佑　4m20
走幅跳 第３位 浅野貴行　6m88
砲丸投 優勝 佐藤宏一　

13m26
女子 やり投 第２位 安藤智美　

38m24

平成１５年６月１４日・１５日（秋田県立総合プール）

１００m背泳 第２位 小原芽衣子　1' 10'' 81

２００m背泳 優勝 小原芽衣子　2' 31'' 65

平成１５年６月２１日・２２日（秋田高校）

１回戦 神山純一（富士大）３－４木村正和（山形大）
１回戦 小林良光（富士大）０－４大島健史（弘前大）

平成１５年６月２１日・２２日（県営トレーニングセンター）

１回戦 富士大０－２山形大

平成15年度第54回東北地区大学総合体育大会結果

東北学生柔道優勝大会
平成１５年５月２５日（宮城県武道館）

リーグ戦2勝2敗で第2位

全日本学生柔道優勝大会
平成１５年６月２８日・２９日（日本武道館）

男子 １回戦 富士大４－１甲南大
２回戦 富士大０－４明治大

～賢治のまちから～

第3回高校生童話大賞

花巻まつり

富士大スポーツ／大会結果報告

準硬式野球部 バスケットボール部 ソフトボール部

陸上競技部

ハンドボール部

バスケットボール部

柔道部

陸上競技部

水泳同好会

空手道部

バレーボール部

平成１５年６月２１日・２２日（秋田経法大学野球場）

優勝 ２回戦 富士大１１－６青森大
準決勝 富士大６－５東北学院大
決勝 富士大１１－８東北大

平成１５年６月２２日（秋田大学体育館）

男子団体戦準優勝
２回戦 富士大３－０弘前大
３回戦 富士大３－０仙台大
準決勝 富士大３－２八戸工業大
決勝 富士大０－３青森大

女子団体戦第３位
２回戦 富士大３－０山形大
準決勝 富士大２－３東北学院大

平成１５年６月２０日～２３日（県立中央公園）

ベスト８ １回戦 富士大４－０東北芸術工科大
２回戦 富士大３－０いわき明星大
３回戦 富士大０－１東北学院大

平成１５年６月２７日～７月１日
（市営八橋球場・長沼野球場・サンスポーツランド協和）

１回戦 富士大０－２青森大

平成１５年６月２８日・２９日（県立体育館）

個人戦のみ 富士大０－３東北学院大

準硬式野球部

卓球部

サッカー部

平成１５年６月２９日（秋田市立土崎体育館）

男子団体 １回戦 富士大２－３東北福祉大
男子個人戦ベスト８

鈴木直樹（３年）

女子団体戦ベスト８
１回戦 富士大０－０弘前大
（決定戦勝）
２回戦 富士大１－１東北薬科大
（決定戦勝）
３回戦 富士大１－１岩手大
（決定戦負）

剣道部

硬式野球部バドミントン部

ウエイトリフティング同好会

第５８回東北水泳大会
平成１５年７月19～21日（福島市中央市民プール）

第2位
一般女子１００M背泳　小原芽衣子(1年） 1' 10'' 91

岩手県民体育大会
平成１５年７月２６・２７日（岩手県営屋内温水プール）

優勝
成年女子１００M背泳　小原芽衣子(1年） 1' 10'' 27

水泳同好会

第５５回岩手県民体育大会
平成１５年７月６日（岩手県営武道館）

成年男子２５歳以下の部　優勝
土屋　雄一（４年・神奈川県湘南工科大附高校出身）
国体岩手県先鋒として出場決定！

第５１回岩手県下剣道選手権大会
平成１５年７月２７日・２８日（岩手県営武道館）

男子団体戦 第３位　 富士大学A
女子個人戦 第３位 加藤麻衣（２年）
三段以下の部 優勝 杉山透（３年）
四・五段の部 第３位　土屋雄一（４年）

剣道部

北東北大学野球　春季リーグ戦
平成１５年４月１９日～５月１８日

３勝６敗１分　第４位

新人戦
平成１５年７月５日・６日

準優勝 準決勝　富士大４－１青森大
決勝　　富士大１－２八戸大

硬式野球部

ホッケー部

柔道部

サッカー部

ハンドボール部

卓球部

「富士大学における教員の任期
に関する規程」制定について

第3回スポーツフェスティバル



クローズアップ・キャンパスclose-up
campus

今年で３回目となる新入生学外オリエンテーシ
ョンは、快晴となった4月18・19日の2日間に
わたり、国立岩手山青年の家で実施された。この
行事の目的は、１泊2日で入学間もない学生達が
寝食を共にすることによって、学生同士および教
職員との交流を図り、友人作りや大学生活に早く
馴染むことを目的にしている。
出欠確認の後、午前9時にゼミ毎に6台の大型

バスに乗り込んで出発した。行事初日は日程に従
い午前11時から開講式を行い、趣旨説明、担当
者紹介、部屋割り等諸連絡のあと、昼食を挟んで、
各ゼミ毎に別れて事前に各ゼミで検討した計画に
従ったゼミ別研修を実施した。その後製作活動に
入り、「わら細工」と「あけびつる細工」の二手
に分かれて、全員が真剣に製作に取り組んだ。夕
食後は、学友会主催による各種ゲーム大会で教職
員と共に楽しんだ。2日目は、午前7時から、ラ
ジオ体操、清掃、ミーティングを行った。そして

今年度で13回目を迎える教養演習旅行は、5月
14日（水）快晴のもとで実施された。今回はＡ
コースが日本酒醸造会社見学・手作り村体験・小
岩井農場・わんこそば、Ｂコースがアスピーテラ
イン・八幡平山頂・小岩井農場コース、Ｃコース
がげいび渓舟下りと太陽と風の家コース、Ｄコー
スが浄土ヶ浜遊覧と散策・水産科学館コース、Ｅ
コースが中尊寺金色堂と夢館・厳美渓・サハラガ
ラスパークの5コースで実施された。この旅行は、
毎年新入生を対象としてゼミ毎に日帰り旅行をす
るもので、ゼミ担当教員及び新入生相互の親睦を
図ることを目的として企画されている。また終了
後は参加者全員に対してアンケート調査を実施し
ており、今回も前回についても集計結果では、
90％以上の学生達が今回の旅行について満足し
たという回答があった。なお、今回の5コースの
中では、Ａコースが特に人気があり、全体の約
60％の学生がこのコースに行った。

6月30日（月）17時から岩手大学で開催され
た岩手県留学生交流懇談会に本学留学生全員
が参加し、岩手県内の留学生及び各大学教職員
等と交流を深めた。
約250名の留学生及びその関係者による交

流懇談会は、岩手大学平山健一学長の出席者を
代表した挨拶に始まり、新彊の維吾　　　の踊
り、各大学代表のスピーチ、唄等で大いに盛り上
がった。本学の留学生もステージに登り元気い
っぱい中国民謡を歌い、会場の中国人留学生も
それに合わせて合唱し、大きな拍手を受けた。
こうして約1時間半の懇談会は終始和やかな雰
囲気のなかで行われた。

年に一回のこの交流懇談会は、留学生から
も大変人気がある集いになっている。この会
は、県内留学生の交流の場であると共に留学
生と各大学教職員等との相互理解・友好親善
の場にもなっており、ひいては留学生に対する
教育・研究活動の向上にもつながっているもの
である。
本学の留学生もこの会に参加し、県内各大

学・短大に学んでいる多くの留学生、そして教
職員、行政関係者と交流し、新しくできた結び
つき、そして感じたこと、体験したことが、これ
からの大学生活の様々な場面で生きてくるも
のと思う。

朝食の後、ホールに全員が集合し、最初にウイ
リアムブラネン先生から日本の印象についてユ
ーモアを交えた講話、次に本学ＯＢで若くして
博士号を取得した益満環先生から、学生時代と
いう人生で最も貴重なこの時期を、いかに燃焼
させ充実したものにするかという熱意溢れる講

話があり、学生達は熱心に耳を傾けていた。
その後は昼食までの間、ゼミ毎にレクリエ
ーション活動で楽しんだ。最後は閉講式で
各ゼミからの報告、優良ゼミの表彰などが
あり、充実した2日間を締めくくった。

8月1日から5日までの5日間に亘り、韓国
ソウル市内の大京情報産業高校体育館にて市
内のチームと江原道のチームを交え強化合宿
を行った。
今年4月、男女の韓国人留学生を迎え、強

化に取り組んでいる同部は、女子が2年連続
全国大会へ駒を進めているものの昨年は初戦
敗退、上位進出が叶わなかった。そこへ韓国
から力強い助っ人が加わった。
趙銀妃（チョウ・ウンヒ）さんは184セ

ンチの長身センター。韓国ジュニア代表で、
昨年は韓国全国大会で優勝。韓国のプロから

も勧誘された逸材。
また男子には林漢鐘（イム・ハンチョン）

さんは183センチと上背はないが、豊富な運
動量が持ち味、体を張った激しいプレイで韓
国全国大会準優勝といった実績を持つ。
「この二人の加入を確かなものにする為、

韓国への武者修行を決めた。」と語る金亨俊
監督。また同監督は「今回の海外遠征は大成
功で女子は全国ランク入りを目指し、男子は
東北1部リーグ昇格を目指す。」と自信をみせ
た。

新入生学外オリエンテーション

教養演習旅行 平成15年度岩手県留学生交流推進協議会

交流懇談会

東北ミニ国体代表選手38名(9種目)

バスケットボール部（男女）
韓国へ武者修行！

第30回東北総合体育大会(ミニ国体)へ本学より各県の代表として38名が選抜され、8月下旬に行われる東北ミニ国体への出場が決定した。

6月下旬、本学野球場が人工芝野球場に改装された。完成した人工芝球場は、
ゴムチップを敷いた毛足の長い人口芝を使用し、すべり込んでも安全な高品質
で最新型の人工芝が設
置されている。また、フ
ェンスまでの約4ｍを土
にして、選手がフェンス
の位置を足からも感じら
れるような配慮もなさ
れており、岩手県内はも
とより、東北地方でも類
を見ないものである。

貸借対照表（平成15年3月31日現在） （単位：千円）

学校法人富士大学の平成14年度決算を公表します。公表内容は、

学校法人会計基準（文部省令第18号）に基づいて作成され、公認会計

士監査済の「資金収支計算書」、「消費収支計算書」、「貸借対照表」で

す。なお、見やすくするために、配置の変更、項目の簡素化、金額表示

単位の変更（単位未満切り捨て）を行っています。

平成14年度の決算は、学納金収入の減少に加え、大学院新設のた

めの経費支出の増加や第3陸奥寮等の建設費用が嵩んだため、消費

収支は支出超過となりました。しかし、無借金経営は堅持し、自己資金

構成比率（一般企業でいう自己資本比率）は、88.6％と高水準（全国

学校法人平均82.8％、同規模学校法人平均78.6％）で、財務の安

定性の高さを示しています。また、支払準備となる「現金預金」と「有

価証券」の合計額は、2,340百万円と豊富であり、財務の健全性は維

持されています。

学校法人富士大学の平成14年度決算

資産の部
科　　目　　　　　　　 金　額

固定資産 5,804,946
有形固定資産 5,100,603
土地 80,527
建物 4,238,548
構築物 223,486
教育研究用機器備品 81,775
その他の機器備品 10,992
図書 461,528
車輌 3,744

その他の固定資産 704,343
電話加入権 1,483
長期貸付金 1,610
出資金 1,250
有価証券 700,000

流動資産 1,674,897
現金預金 1,640,146
未収入金 32,658
貯蔵品 601
前払金 1,491

資産の部合計 7,479,844

「長期借入金」「短期
借入金」の科目があ
りません。学校法人
富士大学は無借金経
営です。

「基本金」は、企業会
計の「資本金」にあ
たるものですが、同
じではありません。

第1号基本金
教育研究用の固定資
産を購入すると同額
の基本金を積む必要
があります。

ペイオフ解禁に対応
して、資金をより安
全・有利に運用する
ため、高格付の公社
債を保有していま
す。

第4号基本金　
恒常的に保持すべき
資金として積む必要
がある基本金です。

15年度の入学金、授
業料などです。

負債の部
科　　目　　　　　　　　　　 金　額

固定負債 148,743
退職給与引当金 148,743

流動負債 706,427
未払金 15,714
前受金 632,469
預り金 58,243

負債の部合計 855,170

基本金の部
科　　目　　　　　　　　　　 金　額

第1号基本金 7,366,235
第4号基本金 106,000

基本金の部合計 7,472,235

消費収支差額の部
科　　目　　　　　　　　　　 金　額

翌年度繰越消費支出超過額 847,562
消費収支差額の部合計 △847,562

負債の部、基本金の部
及び消費収支差額の部合計 7,479,844

平成14年度（平成14年4月1日～平成15年3月31日）資金収支計算書 （単位：千円）

収入の部
科　　目　　　　　　　 金　額

学生生徒等納付金収入 1,084,131
手数料収入 19,875
寄付金収入 18,845
補助金収入 150,487
資産運用収入 25,060
事業収入 141,930
雑収入 28,664
前受金収入 632,469
その他の収入 430,031
資金収入調整勘定 △785,752
前年度繰越支払資金 2,308,477
収入の部合計 4,054,219

支出の部
科　　目　　　　　　　　　 金　額

人件費支出 694,185
教育研究経費支出 260,985
管理経費支出 342,929
施設関係支出 227,957
設備関係支出 55,332
資産運用支出 399,599
その他の支出 450,104
資金支出調整勘定 △17,022

次年度繰越支払資金 1,640,146
支出の部合計 4,054,219

平成14年度（平成14年4月1日～平成15年3月31日）消費収支計算書 （単位：千円）

ペイオフ解禁に対応
して購入した安全・
有利な有価証券（公
社債）の増加額です。

消費収入の部
科　　目　　　　　　　 金　額

学生生徒等納付金 1,084,131
手数料 19,875
寄付金 27,398
補助金 150,487
資産運用収入 25,060
事業収入 141,930
雑収入 28,664
帰属収入合計 1,477,547
基本金組入額 △284,616
消費収入の部合計 1,192,931
当年度消費支出超過額 386,359
前年度繰越消費支出超過額 461,202
翌年度繰越消費支出超過額 847,562

消費支出の部
科　　目　　　　　　　　　 金　額

人件費 692,571
教育研究経費 539,457
管理経費 347,261

消費支出の部合計 1,579,290

OB

図書館司書講習
始まる。

大学周辺のゴミ拾い

私の大学院ライフ

文部科学大臣委嘱の図書館専門職員養成講習が７月１日（火）
から９月12日（金）まで、約２ヶ月半に亘っての長期集中講義が
始まった。
受講生は現職者をはじめ、他大学の学生や一般の方まで様々。
夏の司書講習により司書・司書補の資格が取得できる大学は極

めて少ない。この事から今年の受講者は、司書コース81名・司書
補コース19名の100名。北は北海道から南は三重県までの方が受
講している。

[大学周辺の市民と一緒に］
今年度のボランティア活動のゴミ拾いは、6月29日(日)午前10

時から行われた。当初は前日に実施の予定であったが雨天のため
順延となりこの日になったものである。当日は、雨は上がったが
気温が上昇し、不快指数の高い中での作業となった。参加者は本
学の学友会、教職員の他、硬式野球部・ホッケー部・ハンドボー
ル部の学生達と、今年は大学前のグレイスセンターに入居してい
る老人の方々からも応援いただき約60名が参加した。最初に学生
課長、グレイスセンター職員からの挨拶があり、続いて企画ボラ
ンティア担当の宮下結花さんから各割当てや諸注意などがあり、
各グループに分かれて作業を開始した。11時半過ぎに作業は終了、
トラック２台分のゴミが集積され、中には錆びついて使用不能な
自転車も数台収集された。最後に記念写真を撮り、お互いのマナ
ーの向上を誓い合い終了した。

富士大学大学院に入学して、4ヵ月が過ぎました。学部の頃に比べると学
習量、忙しさは格段に増えたように思います。学部と大学院の一番の違いは、
教えを乞う立場から自ら課題を見出し探究する立場への変化にあると思いま
す。見識豊かな先生方の講義は興味をそそられるものばかりですし、サポー
トの面でも、親身に私達の研究活動をバックアップして下さいます。
履修科目も「経済学」「経営学」「会計学」「法学」「情報学」と多岐に渡り、
様々な分野を関連付けて学ぶことが出来、効率的に知識を深めることが出来
ます。私は現在、経済学専攻で金融論のゼミに所属し、修士論文のテーマで
ある「証券化」について数多くの文献を精読し、具体的な研究対象を思案し
ています。6月には日銀が資産担保証券の購入を決定しました。この事が日
本証券化市場の成長に与える影響に興味が沸きます。知識不足な面が多々あ
りますが、「知らない事は学べば良い」という気持ちで研究に励んでいます。

花巻イーハトーブレディーに
本学３年の吉家満明子さんが選ばれる。

「2003年度イーハトーブレディー」に抜擢された
本学3年吉家満明子さんに対する委嘱状交付式が6月2
日（月）花巻市役所で行なわれ、花巻市観光協会　松
沢勇治会長から委嘱状が手渡された。
吉家さんは「選ばれたことを誇りに思い、花巻の観

光と文化の発展に寄与していきたい。また、学生とし
ての視野を広げる貴重な経験をさせていただくことを
うれしく思っています。」と喜びを噛みしめていた。

私が今の仕事に就いたきっかけは、ど
うせなら華やかなマスコミ業界で仕事を
したいという単純な憧れからでした。そ
れがいざ就職してみると広告代理店という仕事はやはり想像とは違
い、現実とのギャップに戸惑う毎日でした。何度となく辞めてしまお
うと思ったこともありましたが、それでも負けず嫌いな性格から粘り
強く一つ一つ仕事をこなして行く事で、自分に少しずつ自信と余裕が
持てる様になりました。気がつくと入社2年目で事業拡大に伴った支
社への配属が決まり、始めのうちは新規開拓で毎日が飛び営業の連続
でした。そんな中でも今はとても仕事が充実している時期だと思って
います。
この不景気の時代に自分が納得出来る就職先を見つけることが出来

たのも、大学で自分を支えてくれた先生方や就職課の方々、そして大
切な友人のおかげだと思います。富士大学で過ごした4年間の貴重な
経験を忘れずに、これからも一歩一歩先へ進んで行こうと思います。

■柔道部 藤　村　　　靖 1年 岩手 ■ソフト部 斉　藤　明　菜 2年 青森
■剣道部 土　屋　雄　一 4年 岩手 門　脇　　　彩 2年 秋田
■陸上部 竹　田　和　生 4年 岩手 遠　藤　千賀子 1年 秋田

鈴　木　悠　佑 3年 岩手 秋　葉　由香里 2年 山形
根　城　早　織 3年 岩手 五十嵐　美　緒 2年 山形
佐　藤　宏　一 1年 岩手 齋　藤　万　萌 2年 山形
安　藤　智　美 1年 宮城 ■ホッケー部 佐　藤　照　美 2年 岩手
山　内　旭　人 3年 青森 菊　池　知亜紀 2年 岩手
田　中　久美子 3年 宮城 岡　田　瑶　子 1年 岩手

■サッカー部 大　瀧　与志美 3年 岩手 神　原　ひとみ 1年 岩手
佐　藤　義　幸 2年 岩手 山　本　江利子 1年 岩手

■バスケ部 佐　藤　憲　一 3年 岩手 小笠原　　　槙 2年 宮城
蛯　名　修　平 2年 岩手 千　葉　千　代 2年 宮城
石　田　　　恵 3年 岩手 藤　原　亜希子 1年 秋田
京　谷　舞　子 3年 岩手 岸　波　翔　子 1年 福島
舘　　　美由希 1年 岩手 ■卓球部 南　　　克　之 2年 岩手

■卓球部 長谷川　文　康 3年 岩手 鈴　木　祥　恵 2年 岩手

準硬式野球部 堂々のベスト4入り！！
―清瀬杯第35回全日本大学選抜準硬式野球大会―
会期／平成15年8月8日（金）開会式・平成15年8月9日（土）～12日（火）

8月10日（日）県営宮城球場
1回戦　富士大 対 九州東海大

8月11日（月）東北電力愛島球場
準決勝　富士大 対 法政大学

8月11日（月）東北電力愛島球場
2回戦　富士大 対 京都産業大

●コメント

主将　片倉隆由

―ここまで野球ができ

たことに対し、仲間たち

に感謝したい。野球を楽しみ、後輩には優勝を目指してほしい。―

監督　高橋直樹

―選手たちと目標としてきた全日本の大舞台で、「自分たちの野球」を最後までして

くれた。特に4年生の活躍は印象的だった。ありがとう。―

キャンパスニュースcampus
news

人工芝野球場完成！

大崎　透

（株）岩手広告社

甲地憲吾

から一言

■教職員 グランドホッケー成年男子監督 西　田　範　次
卓球成年男子監督 小田桐　憲　仁
成年男子選手兼成年女子コーチ 藤　原　研　樹
ハンドボール成年男子選手 樋　下　孔　士

富士大 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2

九東大 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

京産大 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

富士大 0 0 0 4 1 0 0 0 × 5×

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

富士大 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2

法政大 0 0 0 1 0 6 0 0 × 7×

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計


